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損
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て
航
定
技
術
の
進
歩
護
建
は
航
宰
機
を
し
て
単
に

軍
用
叉
は
気
ま
ぐ
れ
た
逓
信
運
詮
の
用
詮
に
の
み
止
ま

任責償賠害損るげ於に法空航~潤

ら
し
め
る
も
の
で
は
無
か
っ
た
。
航
空
運
輸
は
今
や
立

誠
た
替
利
的
経
管
の
事
業
と
し
て
之
を
行
ふ
事
が
出
来

る
様
に
な
っ
た
事
は
敵
洲
に
於
け
る
賓
績
の
明
瞭
に
示

す
鹿
で
あ
る
。
(
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
大
正
十
五
年
七
時
抗
参

照
)
我
固
に
於
て
も
過
般
歴
々
の
委
員
そ
以
て
組
織
し

ふ
ト
航
昼
運
輸
舎
社
設
立
調
査
舎
の
設
置
あ
b
v
定
め
し
近

き
将
来
に
於
て
空
中
運
輸
賞
用
時
代
の
現
出
す
べ
き
事

は
疑
を
入
れ
な
い
。

然
し
若
し
斯
の
如
く
ん
ば
之
と
同
時
に
現
在
の
航
空

技
術
を
以
て
し
て
は
航
空
機
の
事
故
に
よ
る
色
々
の
法

本

関

喜

律
問
題
の
頻
出
す
べ
き
事
も
乍
遺
憾
濠
想
し
得
た
い
理

け
で
は
な
い
。
就
中
飛
行
機
の
事
故
に
よ
る
接
客
共
他

の
者
の
生
命
身
障
貨
物
に
及
す
損
害
や
如
何
た
る
保
件

の
下
に
如
何
な
る
人
に
負
捨
さ
す
べ
き
か
の
所
謂
賠
償

責
任
。
問
題
が
最
も
重
要
な
も
の
で
る
ら
う
。
然
る
に

我
閣
の
航
空
法
は
大
正
十
年
制
定
本
年
六
月
よ
め
施
行

さ
れ
て
居
る
に
拘
ら
宇
共
は
航
空
機
の
取
締
共
他
航
空

行
政
上
の
規
定
古
け
で
あ
っ
て
斯
の
如
き
賠
償
問
題
に

踊
れ
て
居
ら
な
い
。
従
っ
て
現
在
の
庖
で
は
斯
の
如
き

問
題
は
民
商
法
の
一
般
規
定
に
依
ら
し
め
る
外
は
な
い

の
で
あ
る
d

民
法
商
法
の
規
定
に
よ
れ
ば
債
務
不
履
行

に
し
ろ
不
法
行
鳴
に
し
ろ
原
則
と
し
て
ロ
!
?
法
来
。
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所
謂
過
失
主
義
冶
採
っ
て
居
る
の
で
あ
る
か
ら
ぺ
過
失

詮
明
責
任
の
問
題
は
別
と
し
て
)
特
別
な
例
外
の
外
は

過
失
た
き
限
め
賠
償
義
務
を
負
捨
さ
ぜ
る
事
が
出
来
な

ぃ
。
使
用
主
が
過
失
な
く
し
て
責
任
を
負
携
す
る
場
合

で
本
使
用
人
に
は
過
失
が
左
〈
て
は
友
ら
た
い
ハ
商

三
七
‘
六
一
九
可
而
し
て
航
察
機
の
墜
落
の
如
き
は
通

常
専
門
的
知
識
あ
る
者
が
最
大
の
注
意
を
加
へ
で
も
費

生
ず
る
も
の
で
あ
っ
て
所
謂
善
良
友
る
家
父
の
注
意
を

扶
い
た
が
矯
め
、
即
ち
過
失
に
よ
り
費
生
す
る
と
一
式
ふ

が
如
き
場
合
は
甚
だ
稀
有
と
し
か
思
は
れ
な
い
。
従
つ

て
被
害
者
は
現
在
の
法
規
を
以
て
し
て
は
苦
情
の
持
っ

て
行
く
べ
き
場
所
が
な
く
自
ら
天
災
を
諦
め
る
外
は
た

い
の
で
あ
る
。
然
し
斯
る
危
険
事
業
そ
放
任
し
而
も
之

に
よ
る
損
害
を
天
災
と
同
視
す
る
事
は

E
し
い
法
律
扶

態
で
あ
ら
う
か
。
或
は
現
在
を
以
て
航
空
境
開
時
代
に

し
て
之
が
責
任
ぞ
規
律
す
る
が
如
き
は
奨
駒
を
妨
ぐ
る
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も
の
で
あ
る
か
ら
脅
〈
規
定
を
設
く
べ
き
に
非
、
?
と
論

ヂ
る
事
者
も
あ
り
又
我
園
の
航
宰
法
中
責
任
に
闘
す
る

規
定
を
設
け
な
か
っ
た
事
は
大
に
此
論
の
影
響
を
受
け

た
も
の
と
考
へ
る
事
が
出
来
る
。
友
る
程
航
宗
一
奨
闘
は

大
に
賛
成
で
あ
る
。
然
し
共
奨
勘
方
法
と
し
て
賠
償
義

務
そ
負
捨
さ
せ
た
い
事
を
以
て
す
る
の
は
恰
も
被
害
者

の
損
害
に
於
て
航
空
事
業
を
境
働
す
る
結
果
に
陥
る
。

何
が
故
に
航
空
機
を
衝
突
せ
し
め
ら
れ
た
罪
な
き
可
憐

の
被
害
者
の
み
が
航
空
奨
闘
の
震
め
費
用
と
生
命
と
そ

犠
牲
に
し
-
な
け
れ
ば
な
ら
・
な
い
で
あ
ら
う
か
?
幾
多
の

奨
勘
方
法
の
あ
る
中
に
好
ん
で
斯
の
如
き
方
法
を
採
る

事
の
失
賞
な
る
事
は
抜
に
多
言
冶
要
し
な
い
。
部
ち
航

定
者
の
責
任
を
規
定
せ
ざ
る
事
を
以
て
航
空
奨
働
の
第

め
に
せ
ん
と
す
る
思
想
は
全
々
間
違
っ
て
居
る
。
或
は

忠
一
中
の
漠
-R

た
る
海
洋
の
詑
々
た
る
と
相
類
す
る
が
故

に
寝
中
運
設
業
者
の
責
任
に
付
い
て
は
海
商
法
の
蹄
舶

所
有
者
の
責
任
に
闘
す
る
規
定
を
準
用
す
べ
し
と
解
す

る
者
も
あ
ら
う
。
然
し
斯
の
如
き
類
似
は
航
空
技
術
に

闘
る
規
定
類
推
の
基
礎
に
は
な
る
か
も
知
れ
な
い
が
航

231 

盛
者
の
責
任
に
闘
す
る
類
推
の
基
礎
と
す
る
事
は
理
由
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友
き
も
の
と
思
は
れ
る
。
船
舶
所
有
者
の
責
任
制
民
殊

に
委
付
の
制
度
の
如
き
は
、
特
殊
な
浩
平
的
事
情
に
よ
っ

て
の
み
理
解
し
得
べ
く
現
在
陀
於
て
は
湛
百
合
珂
性
に

乏
し
い
も
の
で
あ
る
ο

之
を
以
て
直
に
航
法
一
者
の
責
任

に
類
推
す
ぺ
脅
も
の
正
解
す
る
事
が
出
来
な
い
。
斯
O

如
く
考
へ
る
時
は
我
闘
に
於
て
は
航
需
運
輸
に
閲
し
て

現
時
受
賞
な
税
法
的
規
定
を
扶
く
も
の
L
」
云
は
ね
ば
な

ら
ぬ
。

一
九
一
一
年
航
空
法
事
舎
の
航
宰
法
私
案
も
亦

車
に
航
定
取
締
に
閲
す
る
行
政
規
定
に
す
ぎ
な
か
っ
た

が
一
九
ご

O
年
の
瑞
西
航
空
法

2
g
国各
4
4
6
W
邑
g
g

任責償賠害損るけ於に法空航~拐

F
H
H
m明
白

I
E
R
p
r号。司
E
一
九
二

O
年
一
月
二
十
七
日
制

定
同
年
四
月
一
日
よ
り
施
行
闘
家
及
圏
中
判
事
大
正
十
一

年
一

O
競
森
山
武
市
郎
氏
論
文
参
照
)
に
至
り
一
段
。

進
歩
を
加
へ
共
第
二
十
六
依
以
下
に
賠
償
規
定
ぞ
設
け

る
に
至
っ
た
u

'
次
い
で
一
九
二
二
年
制
定
さ
れ
た
調
乙

航
民
一
法
は
流
石
商
用
飛
行
機
の
最
も
護
建
し
た
閣
の
航

空
法
と
し
て
其
第
十
九
保
よ
り
第
三
十
保
に
豆
り
可
な

わ
詳
細
た
且
つ
特
色
る
る
賠
償
規
定
や
設
け
大
の
で
あ

る
。
今
や
我
幽
も
航
空
運
職
賓
用
時
代
に
入
ら
ん
と
し
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て
遁
切
た
責
任
規
定
を
快
く
が
如
き
は
誠
に
遺
憾
で
あ

れ
'
・
共
捧
害
を
嘗
め
る
前
に
之
れ
が
準
備
を
試
み
る
の

が
法
律
家
の
任
務
と
息
は
れ
る
。
此
鮪
に
付
き
儒
令
五

年
前
の
規
定
で
は
あ
る
が
猫
乙
法
の
如
き
は
最
も
参
考

に
値
す
べ
く
而
も
未
だ
紹
介
さ
れ
た
る
を
聞
か
な
い
が

故
に
次
に
簡
単
に
之
が
説
明
会
試
み
度
い

k
思
ふ
。

=
‘
猫
乙
航
宰
法

(
H
b
P
4
0
p
o
r
g
m
g
g
H
)
濁
乙
航

宰
法
は
一
九
二
二
年
八
月
一
日
の
制
定
に
か
L
h
v
共
第

二
節
は
同
年
九
月
一
日
よ
り
其
他
の
部
分
は
翌
年
十
月

一
日
よ
り
施
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
此
航
空
法
は
三

節
三
十
四
ク
僚
よ
り
成
立
し
て
居
る
。
共
第
一
節
は
空

中
交
通
ハ
HhHH円

212roげ
る
と
題
し
第
一
一
候
乃
聖
第
十
八

僚
に
一
息
り
(

A

)

航
昼
機
航
安
機
乗
組
員
(

B

)

飛
行
場
.

(

C

)

航
空
企
業
航
本
設
備
、
(

D

)

突
通
規
定
.
(
B
)
公

用
徴
牧
.
〈
F
〉
共
通
規
定
の
五
部
に
分
れ
同
法
第
一
二
節

の
罰
則
と
共
に
航
空
に
閲
す
る
公
法
規
定
を
網
羅
し
て

居
る
。
先
づ
第
一
僚
に
於
て
航
昼
自
由
の
原
則
や
宣
言
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し
且
つ
航
空
機
の
定
義
そ
事
げ
て
居
る
。
同
法
に
航
空

機
と
は
飛
行
舶
飛
行
機
気
球
鳶
共
他
之
に
類
ず
る
空
中

移
動
の
器
兵
を
指
し
(
第
一
保
日
本
航
空
法
第
一
保
)

航
空
機
登
録
簿
〔

F
S
P
Z
N
g
m
g
H
Z
)
に
登
録
し
た

る
時
O
み
濁
乙
園
を
航
空
す
る
事
が
出
来
る
(
第
二
保

第
一
一
項
目
本
航
安
法
第
十
篠
)
登
録
は
航
空
機
の
認
可

及
共
航
空
機
が
調
乙
の
閤
籍
を
有
す
る
時
の
み
之
を
行

ふ
事
が
出
来
る
ハ
第
二
保
第
二
項
日
本
航
空
法
第
七
僚
)

空
航
機
の
認
可
は
航
空
機
が
交
遁
安
全
に
闘
す
る
規
定

に
合
す
る
時
の
み
之
冶
許
し
認
可
詮
(
N己
p
d
zロ
ma一国岳
l

。円H
H
)
e
q

下
附
す
(
第
三
保
日
本
航
空
法
第
五
僚
堪
航
詮

明
書
)
航
空
機
が
濁
乙
の
間
籍
そ
有
す
る
や
否
や
は
猫

乙
商
船
園
旗
摘
揚
樺
に
関
す
る
法
律
(
一
八
九
九
年
六

月
二
十
六
日
制
定
)
に
於
て
商
舶
が
潤
乙
闘
籍
を
有
す

る
場
合
と
同
様
に
規
定
さ
れ
て
居
る
ハ
第
二
僚
第
二
項

日
本
航
空
法
第
二
倍
)
登
録
し
た
航
空
機
は
調
乙
の
因
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籍
記
説
ぞ
附
す
る
事
を
要
す
る
ハ
第
二
保
第
一
一
一
項
目
本

航
空
法
第
九
俊
)
、
航
空
機
乗
組
員
(
宮
町
長

HE円)

目
的
に
従
つ
で
航
空
機
を
運
航
し
又
は
使
用
す
る
者
を

指
し
特
別
の
許
可
ぞ
要
し
琵
許
獄
〈
」
F
ロ
p
p
r
o窓口
Z
Z
)

を
有
す
る
事
を
要
す
る
(
第
四
保
日
本
航
空
法
第
十
五

保
)
航
空
機
乗
組
員
教
授
者
は
教
授
等
の
鵠
め
に
許
可

を
必
要
と
す
る
ハ
第
六
保
)
。
飛
行
場
の
設
置
、
管
業
と

し
て
航
空
機
に
よ
り
人
及
び
物
そ
運
迭
す
る
企
業
、
航

空
に
闘
す
る
催
し
設
備
に
は
許
可
を
必
要
と
す
る
(
第

七
保
第
十
一
一
保
日
本
航
空
法
第
二
十
一
、
三
十
六
僚
)

蒼
陸
の
制
限
に
付
い
て
は
第
十
二
僚
(
日
本
第
二
十
九

僚
)
.
塔
戟
物
の
制
限
に
付
い
て
は
第
十
四
保
ハ
日
本
第

四
十
四
僚
)
、
航
空
事
業
の
矯
め
の
公
用
徴
収
に
付
い
て

は
第
十
五
依
以
下
(
日
本
第
三
十
七
僚
Y

の
規
定
あ
り

又
航
空
事
業
に
付
き
政
府
又
は
各
地
方
閣
の
諸
詞
に
鹿

守
る
箆
め
顧
問
部
(
里
町
三
)
の
設
置
が
あ
る
(
同
法
第

十
七
依
)
之
等
行
政
的
規
定
は
勿
論
小
異
は
あ
る
が
大

轄
の
原
則
に
於
て
日
本
航
昼
法
に
等
し
い
も
の
と
云
ふ

事
が
出
来
る
。
従
っ
て
同
法
第
一
節
は
第
三
節
と
共
に

233 

と
は

之
を
誇
出
設
明
を
試
み
た
い
。
第
二
節
は
責
任
と
題
し
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(出

P
9
1
r口
F
G
第
十
九
傍
乃
至
第
三
十
僚
に
亘
り
我

航
霊
法
に
規
定
な
き
賠
償
責
任
の
規
定
故
参
考
の
震
め

最
後
に
之
冶
金
語
し
併
吃
て
二
三
共
特
質
を
設
明
し
依

文
の
理
解
に
貧
し
度
い

E
思
ふ
ω

三
、
航
空
事
業
に
於
て
稜
生
し
に
損
害
に
闘
し
其
賠

償
義
務
を
如
何
に
定
む
べ
き
か
は
航
空
事
業
特
有
の
危

険
そ
考
へ
被
害
者
加
害
者
の
利
益
を
趨
営
に
調
和
す
る

黙
に
存
す
る
。
此
黙
に
闘
し
猫
乙
航
空
法
中
最
も
参
考

と
す
べ
き
鈷
は
一
方
に
於
て
無
過
失
損
害
賠
償
責
任
を

認
む
る
と
共
に
他
方
に
於
て
賠
償
額
の
最
高
限
を
制
限

任貴俊勝害損るけ於に法空航逸濁

し
た
事

E
賠
償
義
務
者
を
し
て
将
来
負
播
す
べ
き
賠
償

義
務
や
強
め
確
保
す
る
手
段
や
講
ぜ
し
め
賠
償
義
務
を

し
て
有
名
無
貫
に
終
ら
し
め
ざ
る
制
度
を
設
け
に
二
慰

で
あ
る
。
命
同
法
の
責
任
規
定
は
会
韓
と
し
て
甚
し
く

調
乙
自
働
車
交
通
法
ハ
一
九

O
九
年
五
月
三
日
制
定
〉
に

類
似
し
て
居
る
事
も
注
意
し
な
け
れ
ば
友
ら
ぬ
。

先
づ
賠
償
義
務
を
負
捨
す
る
者
は
航
空
機
の

(
イ
)

ハ
ル
タ

1

ハ出
MLgc
で
あ
る
(
第
十
九
僚
〉
。
ハ
ル
タ

ー
の
何
人
な
る
か
は
同
法
に
規
定
が
な
い
。
殺
は
之
を
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後
に
鰹
替
者
と
諜
し
に
が
果
し
て
趨
諜
な
わ
や
否
ゃ
を

疑
ふ
。
つ
ま
り
共
人
の
経
営
に
航
空
機
が
属
し

τ居
る

場
合
の
鰐
皆
者
&
指
す
の
で
あ
る
。
必
し
も
所
有
者
。

み
を
指
す
も
の
で
は
な
い
。
航
空
機
の
向
己
占
有
者
又

は
航
空
機
を
他
人
よ
り
借
り
て
利
用
す
る
者
も
包
含
し

て
居
る
。
然
し
自
ら
利
用
す
る
者
に
非
手
例
へ
ば
雇
は

れ
て
航
空
機
の
乗
組
員
と
友
っ
た
様
友
者
又
は
皐
な
る

保
管
者
又
は
一
時
練
習
の
矯
め
短
時
間
借
り
た
位
。
者

は
裁
に
一
試
ふ
経
皆
者
中
に
含
ま
れ
る
も
の
で
は
な
い
。

克
も
斯
の
如
き
者
の
行
震
に
よ
っ
て
生
じ
た
損
害
は
本

法
に
一
式
ふ
責
任
が
な
い
と
一
五
ふ
丈
け
で
あ
っ
て
共
他
民

商
法
の
規
定
よ
り
生
歩
る
責
任
ま
で
除
外
さ
れ
る
と
云

ふ
意
味
で
は
な
い
。
経
替
者
が
本
法
に
よ
り
責
任
を
負

捨
ず
る
の
は
閥
単
に
彼
自
身
が
航
空
す
る
場
合
の
み
な
ら

今
、
自
己
の
経
替
の
詩
め
他
人
や
使
用
し
て
航
空
さ
せ

る
場
合
も
亦
之
を
合
む
の
で
あ
る
。
此
宣
明
は
航
空
機
。

乗
組
員
等
は
通
常
資
力
薄
弱
に
し
て
賠
償
能
力
に
快
く



濁君主航空法に於げる損害賠償責任

る
一
惑
が
多
い
も
の
で
あ
る
か
ら
被
害
者
保
護
の
矯
め
極

め
て
重
要
な
意
義
を
有
ず
る
も
の
と
一
去
は
な
け
れ
ば
友

ら
ぬ
。
共
根
本
思
想
に
於
て
我
民
法
七
百
十
五
僚
の
規

定
と
相
遁
歩
る
も
の
が
あ
る
。
尚
同
法
は
粧
品
両
者
の
意

思
に
基
か
歩
叉
知
ら
ず
る
悶
に
他
人
が
航
空
機
b
z
使
用

せ
る
場
合
は
其
者
が
経
聾
者
と
同
一
地
位
に
於
て
責
任

を
負
携
す
る
事
に
な
っ
て
居
る
。
も
し
経
管
者
の
過
失

に
よ
り
此
事
が
起
き
た
場
合
に
は
経
替
者
も
同
一
責
任

を
負
捨
す
る
(
第
十
九
俵
第
二
項
〉
。

共
に
航
空
機
経
智
者
。
多
数
が
又
は
此
等
の
者
と
他

の
者
と
が
共
同
し
て
賠
償
責
任
を
負
措
す
る
場
合
の
存

ず
る
事
は
想
像
し
得
る
鹿
で
あ
る
が
共
相
互
聞
の
負
擢

部
分
に
付
い
て
は
主
と
し
て
誰
れ
が
損
害
の
原
因
で
る

っ
た
か
否
か
等
の
事
情
を
参
酌
し
て
決
定
す
る
事
に
な

っ

τ居
る
ハ
第
二
十
七
依
濁
民
法
八
百
四
十
僚
)
。

(

ロ

)

本
法
は
瑞
西
航
空
法
と
同
誌
に
無
過
失
損
害
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賠
償
責
任
を
認
め
て
居
る
。
之
れ
在
来
リ
ユ

I
メ
リ

ン
.

2

1
ラ

l
等
患
者
の
通
訟
に
従
っ
た
も
の
で
あ

る
③
航
空
事
業
に
於
け
る
事
故
は
大
約
専
門
技
師
の
相

営
の
注
意
を
以
て
し
で
も
向
惹
起
す
べ
き
性
質
の
危
険

で
あ
る
が
故
に
若
し
一
般
私
法
と
同
様
過
失
主
義
を
採

用
し
た
な
ら
ば
殆

E
賠
償
す
べ
き
必
要
あ
る
場
合
の
存

し
な
い
様
な
現
象
を
呈
す
る
で
あ
ら
う
。
乍
去
此
事
業

の
他
人
に
及
す
危
隙
は
未
だ
以
て
此
事
業
b
k
会
k

禁
止

ず
べ
き
程
度
の
も
の
で
な
い
事
は
勿
論
で
あ
る
。
そ
こ

で
一
方
に
於
て
無
限
に
航
昼
機
の
横
行
ぞ
許
し
た
が
ら

他
方
に
於
て
被
害
者
を
し
て
共
損
害
を
負
携
す
べ
き
も

の
と
す
る
事
に
た
る
が
之
は
法
律
政
策
上
誠
に
嘗
を
得

て
-
泣
い
。
目
見
や
以
て
過
失
-
な
き
経
皆
者
に
も
賠
償
責
任

負
や
捨
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
J

此
鈷
は
濁
乙
自
働
率
経

管
4
0
の
責
任
よ
り
も
一
歩
も
進
め
大
も
の
で
る
る
。
ハ
自

働
車
交
通
法
第
七
保
)
共
代
h

り
賠
償
額
が
一
定
の
路
園

に
制
限
さ
れ
無
限
の
責
任
を
負
ふ
も
の
で
友
い
か
ら
共

黙
に
於
て
粧
品
両
者
.
被
害
者
双
方
の
利
窓
口
の
安
協
を
試

み
た
も
の
で
あ
る
。
向
被
害
者
代
理
人
共
補
助
者
又
は

235 

物
の
保
存
者
に
過
失
あ
っ
た
場
合
に
は
民
法
二
五
四
保
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遁
失
相
殺
の
規
定
が
準
用
さ
れ
る
。
共
結
果
経
管
者
に

於
て
鼎
償
支
任
t
q
負
捨
せ
ざ
る
場
合
の
生
十
る
事
が
あ

る
い
か
之
れ
無
過
失
賠
償
責
任
の
唯
一
の
例
外
で
る
る
ハ

第
二
十
僚
可

(

ハ

)

賠
償
す
べ
き
損
害
は
航
空
事
業
に
於
け
る
事

故
に
依
っ
て
生
じ
た
事
を
要
し
必
し
本
飛
行
中
に
主
じ

大
事
ぞ
要
し
な
い
。
且
つ
人
命
の
喪
失
身
醒
健
康
の
傷

害
及
物
の
段
損
に
よ
り
生
歩
る
財
産
的
損
害
在
る
事
を

一要

L
無
形
的
精
一
紳
的
損
害
を
含
む
も
の
で
は
な
い
ハ
第

二
十
一
日
係
第
二
十
二
僚
)
。
被
害
者
が
放
容
な
る
と
第
三

任主主ー償E告祭張るげ於 tこ法空航~~lìlj

者
な
る
み
」
被
害
物
が
運
詰
口
問
た
る
と
然
ら
ざ
る
と
冶
論

じ
な
い
。
賠
償
額
は
右
に
述
べ
た
損
害
額
で
あ
る
が
而

本
賠
償
の
最
高
脱
皮
が
規
定
さ
れ
て
居
る
。
蓋
し
危
険

事
業
に
付
き
針
過
失
賠
償
責
任
会
負
捨
さ
せ
ら
れ
た
航

空
機
経
管
者
が
共
賠
償
範
回
が
損
害
の
全
部
で
あ
る
と

す
る
な
ら
ば
そ
れ
は
飴
り
に
責
任
過
重
で
あ
り
共
他
。

賠
償
義
務
者
と
の
樺
街
が
と
れ
た
く
民
つ
航
空
経
替
者

を
し
て
不
安
心
た
ら
し
め
引
い
て
航
室
事
業
の
健
全
な

登
建
t
f
一
阻
害
す
る
が
故
で
あ
る
。
最
高
限
は
一
人
を
死

傷
に
至
し
大
場
合
と
数
人
を
死
傷
に
至
し
た
場
合
と
に
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よ
り
異
り
且
つ
一
時
梯
の
場
合
と
特
定
の
年
金
梯
を
以

て
す
る
場
合
と
の
二
種
に
分
け
て
あ
る
。
然
し
年
金
並

に
一
時
揃
双
方
に
よ
り
賠
償
す
べ
き
場
合
に
於
て
共
双

方
の
割
合
に
付
き
規
定
が
な
い
り
で
あ
る
か
ら
そ
こ
に

議
論
の
生
歩
る
飴
地
が
あ
る
で
あ
ら
う
。
将
来
立
法
に

際
し
て
は
双
方
の
割
合
を
明
定
す
る
方
が
よ
い
と
思

ふ
Q

例
へ
ば
治
療
費
賠
償
の
潟
め
の
一
時
金
と
所
得
能

力
減
少
に
よ
る
損
害
賠
償
の
得
め
の
年
金
と
を
併
せ
詰

求
ず
る
場
合
に
共
合
算
し
た
る
最
高
限
会
定
め
る
矯
め

に
年
金
、

一
時
金
の
一
比
率
が
必
要
で
あ
る
。
年
金
の
方

法
に
よ
る
賠
償
請
求
擢
に
付
い
て
は
民
法
八
四
三
僚
な

準
用
し
て
差
押
禁
止
、
捨
保
供
出
拠
等
の
保
護
が
あ
る
。

(
第
二
十
三
保
第
二
十
四
保
〉
向
ほ
此
等
の
賠
償
剖
定
は

悲
法
上
の
其
他
の
賠
償
規
定
の
趨
用
を
妨
げ
る
も
の
で

な
い
。
例
へ
ば
将
皆
者
に
過
失
あ
る
場
合
に
は
此
最
高

限
冶
越
へ
た
損
害
で
も
之
を
賠
償
し
た
け
れ
ば
た
ら
ぬ



濁逸航空法tこ於ける損害賠償責任

様
な
も
の
で
あ
る
J

本
法
に
よ
る
損
害
賠
償
請
求
権
者
は
直
接
の

被
害
者
の
外
被
害
者
の
死
亡
に
よ
り
扶
養
を
受
け
る
樫

(

ニ

)

利
を
失
つ
に
も
の
を
も
之
を
包
含
す
る
。
倫
賠
償
請
求

擢
に
付
い
℃
は
短
期
、
長
期
の
消
滅
時
抜
除
斥
期
聞
の

定
が
あ
る
(
第
二
十
五
保
第
二
十
六
傍
)
。
注
目
す
べ
き

黙
は
此
の
請
求
権
の
時
効
に
限
の
損
害
賠
償
の
交
渉
中

は
一
方
よ
め
交
渉
を
拒
絶
す
る
迄
は
時
効
の
進
行
b
l

停

止
す
る
こ
と
で
あ
る
。
此
の
事
は
恐
ら
く
凡
て
の
損

害
賠
償
請
求
躍
に
付
い
て
受
賞
な
規
定
で
は
あ
る
-
一
ま
い

か
(
ホ
)

損
害
賠
償
に
於
て
最
も
重
要
た
る
事
は
賠
償

義
務
者
が
賓
際
支
掛
の
資
力
を
有
す
る
世
帯
で
あ
る
ο
然

ら
守
ん
ぽ
権
利
者
は
樺
利
を
有
せ
ざ
る
に
等
し
い
。
本

法
は
経
聾
者
が
一
定
の
金
銭
又
は
有
償
詫
雰
を
供
託
す

る
事
に
よ
っ
て
強
め
捨
保
を
提
供
す
る
か
又
は
一
定
の

2β7 

責
任
保
険
密
附
し
た
事
を
詮
明
ず
る
に
非
ん
ば
行
政
官

鹿
は
航
窓
機
の
認
可
と
典
へ
た
い
)
飛
行
場
経
管
者
航

由
民
企
業
者
航
空
の
催
し
設
備
を
試
み
ん
と
す
る
も
の
も

亦
共
許
可
を
受
け
る
前
.
斯
の
如
き
捨
保
手
段
を
講
歩

る
必
嬰
が
あ
る
ハ
第
二
十
九
僚
)

J

(

瑞
西
法
に
私
捨
保
提

出
の
規
定
が
あ
る
が
之
程
践
格
な
も
の
で
は
な
い
〉
。
之

に
よ
り
航
空
法
の
責
任
規
定
が
昼
文
に
格
ら
ざ
る
事
を

得
大
の
で
あ
る
。

目
、
航
空
法
中
責
任
規
定
の
正
依
左
の
如
し
。

第
二
節

責
任

G
F
3叉
同
町
長
。

第
十
九
俊
航
密
機
事
業
に
際
L
事
故
い
依
り
人
や
毅
L
白
河

健
健
康
守
強
し
又
は
物
じ
損
害
や
加
へ
た
る
時
は
航
空
機

経
答
者
(
同
乙
許
認
品
o
a
吋

mvrgEHa)
は
其
損
害
や
賠
償

す
べ
き
義
務
た
負
強
ナ
。

航
空
機
経
轡
者
の
窓
尽
に
基
か
ず
且
つ
何
人
の
知
る
事

な
く
し
て
航
空
機
在
使
用
し
れ
る
者
は
終
管
者
の
地
位
に

於
て
損
害
賠
償
義
務
た
負
強
4
y
‘
航
申
立
機
終
答
者
の
過
失

に
よ
司
航
空
機
の
使
用
た
可
能
な
ら
し
め
た
弔
揚
合
に
は

総
経
者
も
亦
使
用
者
と
相
並
で
領
害
賠
償
義
政
留
守
負
援
す

第
二
十
僚
損
害
の
後
生
に
際
し
被
害
者
ド
過
失
あ
る
時
は

民
法
第
二
百
五
十
四
僚
ら
適
用
す
、
物
に
付
き
損
害
の
後

生
し
れ
る
場
合
じ
於
て
呉
物
に
事
寅
上
の
カ
た
行
ふ
者
に

'237 
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過
失
あ
る
時
は
之
を
被
害
省
の
過
失
と
同
様
に
取
扱
ふ
。

(
註
一
)

第
二
十
一
日
傑
入
浴
殺
し
た
る
場
合
の
損
害
賠
償
は
治
療
に

用
ゐ
た
る
費
用
.
死
亡
者
が
病
中
所
得
能
力
為
底
止
又
は

減
少
さ
れ
或
は
勝
来
の
築
達
ら
困
難
な
ら
し
め
ら
れ
又
は

彼
の
需
要
の
増
加
し
た
る
事
ド
よ
り
被
れ
る
叫
財
産
上
の
損

害
ル
包
括
す
‘
此
外
葬
式
費
は
之
ル
答
む
べ
き
義
法
や
負

携
す
る
者
に
賠
償
す
る
事
を
要
ナ
。

死
亡
者
が
事
故
の
時
に
於
で
彼
が
第
三
者
に
笥
L
法

律
の
規
定
に
よ
り
扶
養
義
務
た
負
携
し
又
は
負
強
す
る
事

あ
り
待
ぺ
き
一
定
の
法
律
閥
係
に
立
つ
場
合
に
し
て
且
つ

死
亡
の
結
果
其
第
三
者
が
扶
養
た
受
〈
る
搭
利
を
失
へ
る

場
合
に
は
賠
償
義
法
者
は
其
第
三
者
に
封
し
て
死
亡
者
が

彼
の
生
命
の
存
矯
ナ
ぺ

L
正
捻
定

L
得
る
期
間
内
に
於
て

扶
養
義
務
為
負
携
す
ぺ
き
限
度
に
於
て
損
害
賠
償
の
義
務

ら
負
強
ナ
‘
此
賠
償
義
必
は
第
三
者
M
H
事
故
の
食
時
胎
見

な
り
L
場
合
と
路
も
亦
同
じ
3

第
二
十
二
修
身
鋭
叉
は
健
康
岳
製
傷
し
た
る
場
合
ド
於
て

は
損
害
賠
償
は
治
療
の
鴛
め
支
出
ぜ
る
費
用
、
並
に
銭
傷

に
よ
り
一
時
又
は
永
績
L
て
彼
の
所
得
能
力
を
疫
止
又
は

減
少
せ
し
め
ら
れ
墳
は
彼
の
築
建
や
困
難
な
ら
し
め
ら
れ

或
は
彼
の
需
要
た
噌
加
せ
し
め
ら
れ
た
る
事
に
よ
り
受
げ

た
る
財
産
上
的
損
害
為
包
括
ナ
。

任責債賭害損るけ於lこ法空航iA濁

第
二
十
三
保
賠
償
義
務
者
の
責
任
の
限
度
左
の
如
し
。

-
入
浴
殺
し
又
は
段
傷
し
た
る
場
合
は
百
官
同
T
1
9
の

一
時
金
又
は
五
高
マ

I
グ
の
年
金
に
逢
ナ
る
迄
。

2

多
数
人
た
同
一
世
帯
放
に
よ
り
殺
し
又
は
投
傷
し
た
る

時
は
第
一
畿
の
範
閣
内
に
於
て
線
訂
二
百
五
十
議
マ

E

ク
の
一
時
金
叉
は
線
計
二
十
五
高

T
I
ク
の
年
金
に
遣

す
る
結
。

3

物
の
授
損

ι付
い
て
は
綿
計
五
十
首
向

T
I
ク
に
逮
す

る
迄
。
(
註
八
)

同
一
事
故
に
墓
古
第
一
項
第
一
第
二
裁
に
従
っ
て
多
数

人
に
給
付
す
べ
き
賠
償
額
又
は
第
二
十
一
俊
第
二
項
の
揚

合
に
於
て
第
一
項
第
二
銃
の
規
定
に
従
っ
て
給
付
す
べ
き

賠
償
緩
が
総
計
に
於
て
第
二
務
第
三
務
所
定
の
最
尚
領
海

越
ゆ
る
時
は
倒
々
の
賠
償
額
は
英
の
縁
舗
が
最
高
額

ι封

ず
る
割
合
に
際
じ
て
之
ル
減
少
す
。

貨
幣
償
値
の
主
要
な
る
艶
巣
が
生
ず
る
場
合
に
は
溺
乙

図
政
府
は
参
議
践
(
何
色
。
】
高
H
V
H
)

及
濁
乙
図
議
舎
の
委
員

(
第
十
七
保
〉
の
魚
諮
ら
得
て
第
一
一
項
第
一
綾
乃
至
第
一
一
一
裁

の
金
額
を
同
一
日
比
率
た
保
ち
つ
ミ
努
更
ナ
る
事
与
得
。

第
二
十
四
徐
被
害
者
の
所
得
総
力
の
駿
止
減
少
、
栄
達
を

困
難
な
ら
し
め
た
る
事
.
需
要
た
増
加
ぜ
し
め
ら
れ
た
る

事
に
よ
る
損
害
の
賠
償
及
び
第
二
十
一
日
傑
第
二
項
に

k
り

第
三
者
ド
支
揚
ふ
べ
き
損
害
賠
償
は
将
来
の
分
は
合
銭
年
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金
ら
以
て
給
付
ナ
ペ
し
・

民
法
第
八
百
四
十
一
一
プ
傑
第
二
項
第
四
項
民
事
訴
訟
法
第

七
百
八
線
第
六
畿
の
想
定
は
之
ら
準
用
す
、
被
害
者
に
支

揚
ふ
べ
き
金
銭
年
金
に
付
い
て
は
旧
民
事
訴
訟
法
第
八
百
五

十
俊
第
一
一
一
項
の
規
定
た
又
第
一
一
一
者
に
支
携
ふ
ベ
き
金
銭
年

金
に
付
い
て
は
同
僚
第
一
環
第
二
貌
の
規
定
や
各
準
用
す

年
金
支
品
開
の
列
決
や
受
け
た
る
場
合
に
於
て
は
穣
利
者

は
も
し
義
、
務
者
の
財
産
が
著
し
〈
悪
化
し
た
る
時
は
後
日

携
畑
町
た
請
求
し
又
は
携
保
の
増
加
会
申
請
求
す
る
事
や
得
、

此
規
定
は
民
事
訴
訟
法
第
七
百
九
十
四
僚
第
ご
第
二
第
五

畿
の
債
務
名
義
た
有
ナ
る
揚
合
に
之
ら
準
用
ナ
o
F
詮
ニ
乃

至
註
穴
)

第
二
十
五
僚
第
十
九
僚
乃
至
第
二
十
四
僚
所
定
の
損
害
賠

償
噛
師
求
様
は
纏
利
者
が
損
申
告
白
及
び
損
害
賠
償
義
務
者
の
何

人
な
る
か
を
知
り
た
る
後
二
年
た
経
過
し
た
る
時
は
時
殺

に
よ
習
消
波
す
、
新
る
事
賞
た
知
ら
ざ
る
場
合
に
於
で
も

事
故
の
時
よ
り
一
一
?
?
年
を
経
過
し
た
る
場
合
亦
同
じ
。

賠
償
稿
利
者
義
務
者
間
に
賠
償
に
闘
し
交
渉
中
は
常
事

者
の
一
方
が
交
渉
沿
拒
絶
ず
る
迄
は
時
殺
の
遂
行
ル
停
止

す。
其
他
は
民
法
時
放
の
規
定
に
依
る
。

第
二
十
六
保
損
害
賠
償
権
利
者
が
損
害
並
に
賠
償
義
務
者

や
知
り
た
る
後
少
〈
と
も
三
L
V

月
内
に
義
務
者
に
事
故
の
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暗
唱
知
ら
な
さ
ざ
る
時
は
権
利
者
は
本
法
に
よ
る
権
利
や
失

ふ
、
若
し
此
通
知
が
糠
利
者
の
責
に
隠
す
べ
か
ら
ざ
る
事

情
に
よ
り
到
達
せ
ざ
る
時
は
纏
刺
の
消
滅
た
来
す
事
な
し

又
賠
償
義
務
者
が
此
期
間
内
に
他
の
方
法
じ
よ
り
事
故
司
令

知
り
た
る
場
合
亦
同
じ
。

借
用
ニ
十
七
位
陣
多
鼓
の
航
変
携
に
よ
吋
損
害
命
生
じ
且
つ
之

俸
の
航
空
機
終
答
者
が
法
律
に
従
ひ
第
三
者
に
損
害
賠
償

の
義
務
た
負
携
す
る
場
合
に
於
て
賠
償
の
義
務
及
び
英
範

閣
は
航
申
告
機
緩
替
者
相
互
間
に
闘
し
て
は
事
情
抽
刊
に
損
害

が
何
れ
の
営
事
者
に
主
と
し
て
原
因
す
る
か
の
世
帯
情
に
従

り
て
之
ら
決
ナ
、
若
し
損
害
が
航
空
機
終
審
者
の
一
人
ぷ

生
じ
た
る
場
合
英
一
人
が
他
人
に
封
し
て
な
す
べ
き
賠
償

の
責
任
に
付
き
亦
同
じ
。

航
笠
機
終
盤
富
者
と
共
に
他
の
者
が
損
害
賠
償
の
責
任
た

負
携
す
る
場
合
は
第
二
棋
の
規
定
や
準
用
ナ
。

第
二
十
八
保
航
空
機
事
業
に
際
し
後
生
し
た
る
損
害
の
銭

め
に
航
準
機
経
戯
画
者
又
は
庚
義
の
利
用
者
ハ
第
十
九
仲
旅
館
炉

二
項
)
又
は
乗
組
員
其
他
の
者
の
責
任
あ
る
事
を
定
め
た

る
他
の
務
乙
日
間
法
の
規
定
は
本
法
じ
よ
り
其
投
力
ら
妨
げ

ら
る
A

事
な

L

。

第
二
十
九
俊
損
害
賠
償
請
求
継
を
確
保
す
る
絡
め
航
宅
機

終
著
者
は
其
認
可
前
(
第
三
僚
υ
飛
行
場
企
業
者
(
第
七
僚
)

航
祭
企
業
者
公
開
内
航
空
の
催
L
設
備
の
企
業
者
戸
d
p
l
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目
。
『
町
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円
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ロ

2
r
r
z
吋
]
=
悶
4
0
3コ
a
p
r
E
=町
一
)

(
第
十
一
日
傑
〉
は
各
許
可
前
に
於
て
彼
等
に
告
示
す
べ
き
綴

に
於
て
責
任
保
険
た
締
結
L
或
は
金
銭
有
償
詮
券
た
枠
附
託

し
た
る
事
た
詮
明
ナ
ベ

L
、
企
業
者
が
岡
家
又
は
地
方
図

家
な
る
場
合
に
は
此
規
定
を
適
用
せ
ず
バ
詰
九
)

品
札
携
岬
聞
は
次
の
場
合
に
於
て
損
害
賠
償
義
務
震
行
の
勉

め
に
使
用
す
る
事
た
得
。

-
供
記
者
の
財
産
に
破
産
が
開
始
し
又
は
彼
が
支
扮

を
停
止
し
た
る
場
合

2

供
託
者
が
其
企
業
た
底
止
し
た
る
場
合

損
害
賠
償
の
支
妙
に
よ
り
携
保
が
減
少
又
は
窪
き
た
る

場
合
に
は
催
告
の
後
一
ヶ
月
内
に
始
の
金
額
ま
で
再
び
捨

保
を
提
供
す
る
事
た
要
す
。

A
R
業
時
間
止
後
凶
ヶ
月
た
経
過
し
た
る
場
合
に
於
て
始
め

て
捲
料
開
の
択
還
や
請
求
す
る
事
た
得
・
返
還
請
求
犠
は
損

害
賠
償
債
槌
た
補
償
し
た
る
残
部
に
付
い
て
の
み
存
ナ
、

此
期
間
経
過
前
主
雄
も
何
等
損
害
賠
償
債
様
の
寄
ぜ
ざ
る

事
ル
密
閉
し
た
る
場
合
に
は
携
保
の
返
還
式
申
請
求
す
る
事

た
得
d

第
三
十
俊
此
法
律
に
基
〈
請
求
継
が
訴
又
は
反
訴
に
よ
り

主
間
以
さ
る
L
場
合
の
民
事
訴
訟
に
於
て
は
最
終
の
審
問
裁

判
刈
は
裁
判
刈
所
構
成
法
施
行
法
第
八
僚
の
意
味
に
於
て
溺
乙

大
審
院
の
管
轄
に
属
す
。

f壬責償賠害損るけ於に法主主航逸濁

此
法
律
に
基
き
て
た
す
訴
は
事
故
の
後
生
せ
る
地
た
管

轄
す
る
裁
州
所
に
属
す
。

註
ハ
一
し
、
濁
乙
民
法
第
二
百
五
十
四
位
陣

損
窓
口
の
後
生
に
竹
き
被
持
者
の
過
比
も
亦
伊
図
ず
ら
時

は
賠
償
の
責
任
及
び
其
飽
悶
は
其
時
の
事
情
殊
に
損
一
台
が

主
と
し
て
何
れ
の
官
事
者
に
原
因
す
る
か
の
事
情
ド
依
っ

て
之
を
決
ナ
。

普
通
を
越
ゆ
る
以
上
の
高
き
損
害
の
後
生
す
る
危
険
に

し
て
債
務
者
の
知
ら
ず
且
つ
知
ら
ざ
る
べ
か
ら
ざ
り
し
も

の
に
非
ぢ
る
危
険
に
付
き
被
害
者
が
債
務
者
に
注
意
す
る

事
を
怠

P
又
は
被
害
者
が
損
害
岳
、
避
け
又
は
減
少
す
る
事

や
怠
り
た
る
鮎
に
付
き
被
害
者
の
過
失
存
ナ
る
場
合
も
亦

同
じ
、
第
二
百
七
十
八
僚
の
規
定
は
之
れ
か
準
局
ナ
。

第
二
百
七
十
八
僚
は
代
理
人
使
用
人
の
過
失
守
本
人
主

人
の
過
失
と
同
鵡
ず
る
規
定
で
あ
る
。

設
会
口
、
民
法
第
八
百
四
十
一
ニ
僚
第
ニ
項

l
l第
四
項
年
金

に
付
い
て
は
第
七
百
六
十
僚
た
適
用
ナ
「
第
七
百
六
十
僚

は
年
金
の
曲
折
済
期
主
規
定
す
〉
殿
償
吉
殺
者
が
携
保
守
供

す
べ
き
や
否
や
如
何
な
る
時
制
緩
如
何
な
る
額
の
捨
保
を
供

ず
べ
き
か
は
其
時
の
事
情
に
従
勺
て
之
を
決
ナ
。

重
大
な
る
事
自
存
す
る
ふ
』
き
は
被
害
者
は
年
金
に
代
、

て
一
時
金
永
申
請
求
す
る
事
ル
待
。

本
僚
の
誘
求
権
は
他
人
が
被
害
者
に
養
料
給
付
の
義
務
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ル
負
強
す
る
事
に
よ
り
除
斥
き
る
主
事
な

L
G

註
(
コ
一
)
、
民
訴
第
七

O
A
僚
第
六
畿
は
戦
模
ド
よ
司
鮫
執
行

の
宣
言
を
附
せ
ら
る
ふ
場
合
の
一

ハ
註
)
四
、
民
訴
第
八
五

O
保
第
一
一
一
環
は
一
定
の
金
額
ま
で
差

押
ら
禁
止
す
る
規
定
。

註
ハ
五
U
、
民
訴
第
八
五

O
俊
第
一
項
第
二
裁
は
差
押
禁
止
に

関
す
る
規
定
。

註
(
六
¥
民
訴
第
七
九
四
候
第
一
第
ニ
第
五
畿
は
債
務
名
義

た
列
島
し
た
も
の
で
執
行
力
あ
る
舛
決
正
同
様
執
行
力
あ

る
も
の
で
あ
る
、
第
一
裁
は
濁
乙
裁
判
所
に
於
て
な
し
た

241 

る
和
解
、
第
二
裁
は
一
也
裁
列
所
に
和
解
の
怨
め
に
呼
尚
の

手
蹟
ゃ
な

L
て
銭
し
た
る
和
解
、
第
五
裁
は
公
詩
人
又
は

裁
朔
所
に
よ
り
作
成
さ
れ
た
鐙
書
で
あ
っ
て
債
街
者
が
之

に
よ
り
執
行
や
受
け
る
も
異
議
な
き
事
与
承
閣
時

L
た
も

の。

誌
ハ
八
)
、
此
金
額
は
勿
論
其
後
貨
幣
債
値
の
安
定
後
回
世
百
見
守

見
た
で
あ
ら
う
。

註
ハ
九
)
、
公
開

ω
航
空
の
穫
し
設
備
の
企
業
者
と
は
例
へ
ば

航
空
競
技
場
企
業
者
、
飛
行
現
世
物
興
業
者
の
如
き
も
の

を
指
す
。
(
昭
和
一
一
、
入
、
一
四
υ
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